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皮膚転移 によって発見 された腎細胞癌の1例

大阪労災病院泌尿器科(部 長:三 好 進)
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A CASE OF RENAL CELL CARCINOMA FOUND 

       AFTER SKIN METASTASIS

Hitoshi  INOUE, Daizo OKA, Tetsuya TAKAO,

Makoto TSUKIKAWA, Shutaro  MIZUTANI and Susumu  MIYOSHI

From the Department of Urology, Osaka Rosai Hospital

   A case of renal cell carcinoma, found after skin metastasis is presented. A 76-year-old woman 
came to our hospital complaining of two painless subcutaneous tumors in her left chest. 
Histopathological diagnosis was clear cell carcinoma. She underwent left nephrectomy and 
histopathological findings revealed renal cell carcinoma, alveolar type, clear cell subtype, grade 1. 
Lung metastasis was proved soon after the operation. We removed skin metastasis several times after 
the nephrectomy. 

                                            (Acta Urol. Jpn. 43 : 723-726, 1997) 
Key  words  : Renal cell carcinoma, Skin metastasis

緒 言

腎細胞癌の なか には早期 に遠隔転移 を きたす もの も

ある.し か し,皮 膚転移 を契機 に腎細胞癌が発見 され

るこ とは比較的稀であ る.筆 者 らは皮膚転移 によって

発見 され た腎細胞癌の1例 を経験 したので若干 の考察

を加 え報告す る.

症 例

患者:76歳,女 性

既往歴 家族歴:特 記すべ きことな し

現病歴:1994年2月 頃 よ り左側胸部の2箇 所 の無痛

性皮下腫瘤 に気づいた,徐 々に腫大 して きたため5月

10日 当 院外科 受診.5月30日 局 所 麻酔 下 にて最 大径

1.8cm,割 面 白色 の易 出血性 の皮下 腫瘤2個 を摘 出

した.病 理組織学 的に淡明細胞癌 であ ったた め(Fig。

lA,B),腎 細 胞癌 の存在が疑 われ当科 紹介 とな った.

経 過 中発熱,肉 眼的血尿,疹 痛 とい った症状 はなかっ

た.

現 症:身 長154cm,体 重60kg.腎 を触 知 せず.

表 在 リンパ節 を触知せず 左側胸部 に生検 に よる手術

痕あ り.

検 査成 績:RBC362×104/mm3,WBC9,000/mm3,

Hb11.3g/dl,Hct34.5%,Plt55×104/mm3,血 液

生化学 はLDHが5051U/1(190-・450)と 軽 度上昇 を

示 した以外 に異常 を認 めずCRP陰 性.検 尿 に異常

を認めず.
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Fig.1.Histopathologicalexaminationshowed

clearcellcarcinoma(HEstainA:

×40,B:×200).
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Fig.2.CTappearanceofleftrenaltumoL

画像検査:腹 部造影CTに て左腎上極に5,5×3,2

cm大 の側方に突出 し内部が不均一に造影される腫瘤

像を認めた(Fig.2).左 腎血管造影にて左腎上極に血

管増生や腫瘍血管を伴 う腫瘤 を認めた.

以上 より左腎細胞癌 と診断 し,左 腎動脈よりTAE

施行後1994年7月8日 経腹膜的左腎摘除術およびリン

パ節郭清術施行 した.

摘 出標本:重 量 は360g,腫 瘍 の大 きさは4.5×4×

3.5cmで あ った.割 面 は灰 白色 で 内部 に一 部 出血壊

死像 がみ られた.

病 理組織学 的所 見:renalcellcarcinoma,alveolar

type,clearcellsubtype,Gl,INFα,pT2pNOMl

で あ った.

臨 床経 過:術 後施 行 した胸 部CTに て両肺 野 に5

mm以 下 の転移 巣 を思 わせ る像 をみ とめた.こ の た

めイ ンターフ ェロ ン療 法開始 したが,抑 欝症状 出現 し

たため10日 目に中止,8月15日 退 院 した.

そ の後 も皮膚転移 を繰 り返 し,1995年1月9日 左上

腕 部皮 下腫 瘤,1月19日 左 側胸 部皮 下 腫瘤,さ らに

7月7日 に右背部皮下腫瘤 を切 除 した.そ の後1996年

2月9日 左上腕,腋 窩,右 腰部皮 下腫瘤 切除,1997年

2月7日 には右 上腕 部 の70mm大,右 肩 の50mm

大,右 背部 の50mm大,左 背部 の20mm大 の 無痛

性拍動性皮下腫瘤 を切 除 し,い ずれ も病 理組 織学的 に

淡明細胞癌で あった.一 方,肺 転移巣 の増大 は緩徐で

あ り,現 在 その最大径 は13mmで あ る。

Tablel.CasesofRCCf()undafterskinmetastasisinJapan.

症例 報告者 年次 年齢 性別 皮膚転移部位 数 大きさ 他の転移 原発巣 治療 転帰

1今 井195857男

2

3

4

5

6

森田

本間

桐本

斉藤

近

1963

1963

1965

1967

1968

63

55

60

62

48

男

男

男

男

男

7三 好197348男

8野 原197448男

9尾 口197445男

10増 田197759男

Il

l2

13

友吉

稲井
o

稲井

198041男

198667男

198671女

14藤 井198854男

右上腕

左側頭

右肩,胸,腹

顔面,頭

不 明

左 背

右側頭

右側頭

後 頭

左季肋

後 頭

左側腹

左 肩

顔 面

1鶏 卵大

1

20

2

不 明

1

25mm

大豆大

不 明

不 明

不 明

肺?

肺,骨

不 明

骨?

不 明

肺?

120mm不 明

25mm不 明

llmm不 明

1不 明 な し

不 明 骨

35mmな し

1示 指頭大 肺

1不 明 不 明

15秋 山198871男 右大腿,背,腋 窩3不 明 不 明

16成 田199065男 躯 幹 多数 鶏卵大 肺

17桑 満199064男

18皆 見199154女

19後 藤199153男

20梅 田199245女

21浜 本199374女

22自 験例199776女

腹

左大腿

右 肩

頭 部

左側頭

左側胸

1く るみ大 な し

1

13mmな し

不 明 副 腎

9mm肺,脳

1不 明 な し

218mm 肺

左 皮膚生検のみ

右

右

不 明

右

左

右

右

右

右

右

右

右

左

左

右

左

右

左

左

左

左

皮膚生検のみ

皮膚生検のみ

皮膚生検のみ

不 明

皮膚生検
+血 管造影

皮膚生検
+血 管造影

皮膚生検のみ

皮膚生検
+腎 摘

皮膚生検
+腎 摘

腎 摘

皮膚生検
+腎 摘

皮膚生検+
腎摘+IFN

皮膚生検
+腎 摘

腎 摘

皮膚生検+
腎摘+IFN

皮膚生検
+腎 摘

皮膚生検

皮膚生検+
腎摘+IFN

皮膚生検
+腎 摘

皮膚生検+
腎摘+IFN

皮膚生検+腎摘
+IFN

30カ 月死亡

(剖検)

6カ 月死亡

不 明

5カ 月死亡

不 明

不 明

死亡(剖 検)

死 亡(剖 検)

不 明

29カ 月生存

12カ 月死亡

34カ 月生存

14カ 月死亡

不 明

死 亡

4カ 月死亡

不 明

不 明

不 明

6カ 月生存

不明

36カ 月生存
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考 察

Brownsteinl)ら は転移性 皮膚癌724例 を集計 してい

るが,そ れ による と男性482例 の うち最 も多か ったの

は肺癌(24%)で,次 いで大腸癌,メ ラ ノーマ,口 腔

内癌,胃 癌,腎 細 胞癌の順 であ り,女 性242例 で は乳

癌 が69%と 大 半 を占め,大 腸 癌,メ ラ ノーマ,卵 巣

癌,肺 癌 の順 に多か った.本 邦 で は高屋 ら2)が,転 移

性皮膚癌219例 を集計 してい る.こ の うち男性 はll3例

で あ り,胃 癌42例(37%),肺 癌24例(21%),膵 臓 癌

9例(8%),大 腸 癌9例(8%),腎 細 胞癌5例(4

%)の 順 で あった.ま た,女 性106例 につ いて は,乳

癌35例(33%),胃 癌23例(21%),子 宮 癌16例

(15%),肺 癌9例(8%),卵 巣 癌5例(5%),腎 細

胞癌4例(4%)の 順 であ った と してお り,い ず れの

報告 で も腎細胞癌 は上位 に位 置 していた.

腎細 胞癌 における皮 膚転 移症例 につ いて岸 田 ら3>は

本邦報告例62例 を集計 してお り,こ の うち13例 は皮膚

転移 が初発症状 であ った と してい る.1986年 稲 井 ら4)

は皮 膚転移 に よって発 見 された腎細 胞癌 の本邦報告例

14例 を集計 してい るが,こ れに8例 を加 えた22例 につ

いて検討 した(Tablel).

年 齢 は41歳 か ら76歳 で平均58.3歳,本 症例 が最高齢

であ った.男 女比 は17:5で 通常 の腎細胞癌 の男女比

とほぼ同 じであ った.皮 膚転 移巣は記載 のあ った21例

中16例 が 単発 であ った.発 生部位 は頭部8例,腹 部3

例,四 肢3例,肩3例 であ った.皮 膚転移が頭皮 に多

い原 因 と して只木 ら5)は 頭部 では皮膚付属器 を栄養す

る小血管が豊富 で,皮 下 に軟組織 が少 ない とい う解剖

学 的特徴 のため としている.ま た皮膚転移 に よって発

見された腎細胞癌症例 の うち,他 に転移 を認 めなかっ

た ものは記載 のあった正5例中5例 のみで あった.

原 発 巣 の異型 度 につ いて検討 した ところ,記 載 の

あった5例 全 例 がG1で あった のが 特徴 的 で あった

(症例12,13,17,19,22).こ れ は転移が先 にみつか

るような癌の病理学悪性度 は高いであ ろうとい うわれ

われの予想 に反す る結 果であ った.し か しこれ らはい

ずれ も比較的新 しい症例 に集中 してお り,初 期の報告

例(そ の多 くは皮膚科 か らの ものであ った)で ぽ皮膚

生検のみでは診断がつかず,血 管造 影検 査や剖検で初

めて腎細胞癌 の存在 が判明 した ものや診断後 に全身状

態が悪化 し腎摘 出術 がで きない まま早期 に死亡 した症

例が 目立 った.こ れ らの症例 もはた して病理学的異型

度 がG1で あ っ た の か は 疑 問 で あ る.一 方,

Kouroupakisら6>は 腎 摘 前 に皮膚 転 移 を認 めた 腎細

胞癌6例 につ いて原発巣 の細胞 異型度 はG2が4例,

G3が2例 であ った と して お り,1例 の早期他 因死 を

除 く5例 全例 が36カ 月以 内 に癌死 した と報告 してい

る.他 臓器転移 は記載 のあ る4例 すべて に認め られ,

G3で あった2例 はそれぞれ骨転移,リ ンパ節および

肝転移があ り,G2で あった2例 はそれぞれ肺転移,

肺および骨転移があったとしている.こ れはわれわれ

の集計 したGIの5例 では肺のみ2例,副 腎 豆例,転

移なし2例 であった事実と比較 して,他 臓器転移の背

景が異なっている.皮 膚転移によって発見された腎細

胞癌の病理組織学的異型度については,今 後の症例の

蓄積による多数例の検討が待たれるところである.

一般に腎細胞癌の皮膚転移巣は境界明瞭な軟 らかい

半球状結節で拍動 を有する5)とされているが,有 痛性

であるとする報告5)と無痛性であるとする報告4'7>が

あり一定 しない.今 回われわれが集計 した22例 を検討

したところ有痛性 と記載のあったものは皆無であ り,

7例 に無痛性または腫瘤に対する自覚症状がなかった

と明記されていた.い ずれにせ よ確定診断は皮膚生検

による病理学的検査にたよらざるを得ないのが現状で

ある.

治療については,複 数臓器転移を有する症例の予後

は比較的不良であったが,転 移が皮膚のみであったも

ので予後の記載のあった2例 は各々29カ 月,34カ 月生

存 してお り積極的な外科的治療が有効 と思われた.本

症例では肺転移を伴っていたがその増大はきわめて緩

徐であり,皮 膚転移を繰 り返すものの肺以外の他臓器

転移を認めることなく経過 している特異な症例であっ

た.初 発の転移巣摘除後36カ 月経過 した現在 も全身状

態良好にて生存中であ り,腎 摘除術後の転移巣に対す

る積極的な手術が有効であったと考 えられる.

結 語

皮膚転移によって発見された腎細胞癌の1例 を報告

した.

本論文の要旨は第155回 日本泌尿器科学会関西地方会にお

いて発 表 した.

稿 を終えるにあた り御指導を賜った恩師,大 阪大学医学部

泌尿器科学教室奥山明彦教授に深謝いた します。
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